
第５７回 全国小学校社会科研究協議会研究大会

よりよい社会の実現を
目指す子が育つ社会科学習
～子どもが社会とつながる授業を通して～

各務原市立那加第二小学校



本校の社会科の取組
① 社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて、社会への関わり方を
選択・判断する学習を重視しています。

→単元を通して、３つの段階のステップを構成して、選択・判断する力を
養います。

② 社会とのつながりを実感できるように、体験や観察・調査、ゲストティー
チャーとの関わりを重視しています。

→子どもたちが自分ごととして学ぶことができるように、社会に触れられ
るように工夫しています。

③ 問題解決の見通しをもって、仲間と協働的に追究する活動を重視しています。

→社会的な見方・考え方を働かせ、仲間と主体的に対話しながら、課題を
解決しています。



① 社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて、
社会への関わり方を選択・判断する学習を重視して
います。
と考える。 

【図表-4】本校が考える選択・判断の授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

単元全体を通して，自分との関わりについて考え 
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授業の中で，自分との関わりや状況について知る。 

①地理的条件 ②歴史的背景 ③社会的（自然）条件 

※見学や体験等を含む。 

 

 

 

自分にできることや， 

よりよい社会の発展について 

考える。 

 

自分との関わりについて考えていくために出合わせる概要 

【①地理的環境】       地域や国土の地理的な特色や環境 

【②歴史】          各時期の歴史上の主な事象 

【③現代社会の仕組みや働き】 学習対象への自分の関わりや立場 

※主に単元導入で「社会に見られる課題」について考えられるようにする。 
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よりよい社会の実現をめざす子 

得た概念的知識を活用し，社会を見る。 

①他地域を見る。（地理） 

②時代を見る。（歴史） 

③自分の関わり方や他の事象を見る。（現代社会） 

 

 

→単元を通して、３つの
段階のステップを構
成して、選択・判断
する力を養います。



② 社会とのつながりを実感できるように、体験や観
察・調査、ゲストティーチャーとの関わりを重視
しています。

■１１月１日の公開授業では、全ての学級にゲストティーチャーの方に参加いただき、
学習課題について、一緒に考えてもらいます。

３年生「各務原市のうつりかわり」各務原市長 浅野 健司 様 市役所 まちづくり推進課の方
４年生「自然災害からくらしを守る」市役所 防災対策課の方
５年生「情報を生かす産業」 楽天株式会社 マーケットプレイスモール開発部の方
６年生「新しい日本、平和の日本」 田畑和宏 様（田畑政治さんのご子息）

校区自治会長 様

子どもたちの意見に助言をされる浅野健司市長 様
（昨年度の３年生の授業の様子より）

田畑政治さんの生前のエピソードを語る田畑和宏 様
（昨年度の６年生の授業の様子より）



③ 問題解決の見通しをもって、仲間と協働的に追究
する活動を重視しています。
→社会的な見方・考え方を働かせ、仲間と主体的に対話しながら、
課題を解決しています。

常に仲間と対話しながら追究します 単元で身につけた社会的な見方・考え方を
働かせます

← 学級全体での交流活動では、互いの意見を
聞き合うことを大切にします



本校イメージキャラクター

「すずみん」

多くの方のご来校を
お待ちしております。


